
シンポジウム：細胞アッセイ技術の現状と将来 
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主催： 細胞アッセイ研究会 
共催： 公益社団法人化学工学会バイオ部会 (予定) 
     国立研究開発法人産業技術総合研究所細胞分子工学研究部門 
協賛： 一般財団法人バイオインダストリー協会 (予定) 

一般社団法人化学とマイクロ・ナノシステム学会 (予定) 
NPO 法人近畿バイオインダストリー振興会議 (予定) 
日本動物実験代替法学会 (予定) 
特定非営利活動法人エイチ・エー・ビー研究機構 (予定) 
公益社団法人日本生物工学会次世代アニマルセルインダストリー研究部会 (予定) 
一般社団法人日本薬物動態学会 (予定) 
特定非営利活動法人情報計算化学生物学会 (予定) 

 
細胞アッセイ研究会は、新しい細胞アッセイ技術を医薬品や農薬、化粧品などの研究者、開発者の皆様にご

紹介するプラットフォームとして設立され、10 年以上活動を続けて参りました。最も大きなイベントは年に 1 度開

催されるシンポジウムで、年を追う毎に参加者が増え、昨年度は 250 名を超える皆様においで頂きました。参加

者の半数以上が細胞アッセイ技術のユーザーや製品化を目指す企業の方々で、設立目的を十分に達成してい

ると自負しております。 
シンポジウムは、テーマを絞った基調講演と、細胞アッセイ技術全般に関する研究発表（ポスター形式）から

構成されています。研究発表は例年 50 件前後と非常に盛況で、この分野の最先端の研究成果を議論する格

好の場となっております。しかしながら、新型コロナウィルス対策のためにポスターセッションの開催は困難であり、

今年度は全てをオンラインで開催することといたしました。 
基調講演のテーマですが、今年も MPS (Microphysiological system)を中心に据えたいと思います。米

国では規制当局において MPS への注目が高まっていますので、レギュラトリーサイエンスの観点から

海外の実情を紹介して頂きます。さらに、MPS の水平展開として、ニューモダリティへの応用と免疫系

MPS の可能性を取り上げます。また、MPS に関する研究開発の進展に伴い、ヒト細胞の機能を見直す

必要性が指摘されていることを踏まえ、あらためて肝細胞の機能について議論したいと思います。 
沢山の皆様の研究発表のお申し込み、ご参加をお待ち申し上げます。 

 
組織委員 

安西 尚彦 (千葉大学医学部) 
石田 誠一 (崇城大学生物生命学部) 
加藤 将夫 (金沢大学医薬保健研究域) 
柿木 基治 (エーザイ) 
金森 敏幸 (産業技術総合研究所) 
清川 順平 (中外製薬) 
小島 肇   (国立医薬品食品衛生研究所) 
斎藤 幸一 (住友化学) 
酒井 康行 (東京大学大学院工学系研究科) 
薩川 正広 (科研製薬) 



杉浦 慎治 (産業技術総合研究所) 
田端 健司 (アステラス製薬) 
平林 英樹 (武田薬品工業) 
山田 泰弘 (日本薬科大学) 
山下 伸二 (摂南大学薬学部) 
渡邊 健悟 (第一三共) 

 
プログラム（全て Microsoft Teams によるオンラインでの開催となります） 

9:50  準備・諸連絡 
10:00  レギュラトリーサイエンスの観点から見た MPS 現状 (仮題) 

奈良岡 準 （幹細胞評価基盤技術研究組合） 
11:00  ニューモダリティ評価技術としての MPS への期待 (仮題) 

田端 健司 （アステラス製薬モダリティ研究所） 
~ 休憩 ~ 
 
13:00  免疫系の on-chip 実装への期待 (仮題) 

善本 隆之 （東京医科大学医学総合研究所） 
14:00  ヒト肝細胞の接着性向上と MPS への応用 

関口 清俊（大阪大学蛋白質研究所） 
高山 和雄 （京都大学 iPS 細胞研究所） 

白木 伸明 （東京工業大学生命理工学部） 
15:30  ポスター発表 
17:30  閉会 
 

一般演題募集 

例年通り、ポスター形式で募集いたします（発表、議論はオンラインで実施します）。ホームページ

（https://cell-based-assay.jp/）で受付いたします。発表申し込みの締め切りは 11 月 29 日(日)を予定してい

ます（発表枠に制限がありますので、予定数に達しましたら募集を締め切ります）。要旨(A4 で 1 枚、カメラレデ

ィ)の提出締め切りも同じです。 
 

参加申し込み 

  ホームページ（https://cell-based-assay.jp/）による事前登録のみとなります。申し込みをして頂いた方に

は、要旨集および領収書を郵送すると共に、オンラインのアクセス方法をご連絡いたします。参加の締め切り

は、12 月 20 日(日)です（オンラインのアカウント数に限りがありますのでご注意ください）。 
参加費 3,000 円 

 

問い合せ先 

国立研究開発法人産業技術総合研究所細胞分子工学研究部門 
金森 敏幸 
TEL 029-861-6286 
e-mail: t.kanamori@aist.go.jp 


